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研究要旨 
【目的】加熱式タバコ（HTPs）は日本において広く使用されている。しばしば紙巻きタバコより害が少ないとの認識から
代替品として使用されることがあるが、HTPsの健康に対する影響はいまだわかっていない。また、喘息患者においても
しばしばHTPsの使用が見られるが、HTPsの使用が喘息症状に与える影響に関する知見は少ない。 
【方法】2023年 11月に実施したインターネット調査の回答者である 16-83 歳の喘息患者を対象とした。紙巻きタ
バコの使用状況にもとづき、｢非喫煙者｣、｢過去喫煙者｣、｢現喫煙者｣の 3群に分類し、それぞれの群において、HTPs
使用の有無と喘息症状の悪化の関連について、単変量および多変量解析を用いて評価した。 
【結果】対象者は 3,787名であり、内訳は、｢非喫煙者｣ 2,470名、｢過去喫煙者｣ 845名、｢現喫煙者｣ 472名で
あった。HTPs使用者の割合は全体で 429名（11.3%）、喘息症状の悪化は 400名（10.6%）で確認された。｢非喫煙
者・HTPs使用なし｣を基準とした場合、喘息症状の悪化に対するオッズ比（OR）は、｢非喫煙者・HTPs使用あり｣ 
OR 3.25（95%信頼区間（CI） 1.86-5.68）であった。また、｢現喫煙者・HTPs使用なし｣ OR 1.80（95%CI 1.22-
2.64）、｢現喫煙者・HTPs使用あり｣ OR 2.23（95%CI 1.46-3.43）であった。 
【結論】本研究は、HTPsの使用が喘息患者の症状悪化に関連することを明らかにした。 
 
 
Ａ．研究目的 
 加熱式タバコ（HTPs）は日本において広く使用

されており、紙巻きタバコより健康への害が少ない

との認識から、しばしばその代替品として選択され

る。しかし、HTPs の健康に対する短期的および長

期的影響については十分に明らかとなっていない。 
喘息は世界的にありふれた疾患であり、日本に

おける有病率は 6-10%程度であることが報告され

ている。喘息診療において禁煙は重要な治療戦略

の 1つであるが、喘息患者における紙巻きタバコ

の使用割合は 5.8-18.9%と高い。いっぽう、われ

われは、これまでに喘息患者における HTPs の使

用割合が高いことを報告した(1)が、喘息症状に対

する HTPs 使用の影響についての知見は少ない。 
本研究では、喘息患者における HTPs 使用と喘

息症状の悪化との関連を明らかにすることを目的

とした。 
 
Ｂ．研究方法 
本研究では、全国規模のインターネット調査

（JACSIS）2023のデータを用いた。 
この調査は楽天リサーチ株式会社に委託されて

おり、回答者は楽天リサーチパネル全体からラン

ダムにサンプリングされ形成されている。  
 本検討では、過去に本リサーチに参加したこと

がある 46,840名のうち回答が得られた 26,872
名、今回、新たにパネルメンバーから選ばれた 16
～79歳の 6,128名を加えた 33,000名を対象とし

た。 
■喫煙状況の分類 

すべての回答者に対し、「現在タバコを吸ったり、

使ったりしていますか」という質問を行い、「ほと

んど毎日」または「時々使う日がある」と回答した

者を｢現喫煙者｣と定義した。また、｢時々使ってい

たが、今は使っていない｣と回答した者を｢過去喫

煙者｣、｢一度も使ったことがない｣と回答した者を

｢非喫煙者｣と定義した。さらに、使用しているタバ

コの種類にもとづき、紙巻きタバコ使用者、HTPs
使用者、に分類した。紙巻きタバコ使用者について

は、｢非喫煙者｣、｢過去喫煙者｣、｢現喫煙者｣の3群、
HTPs使用者については、｢非喫煙者｣｢過去喫煙者｣を
｢使用なし｣、｢現喫煙者｣を｢使用あり｣の2群とした。 
 
■喘息および喘息症状の悪化の定義 
 すべての回答者に対し、｢現在持病をもってい

ますか｣という質問を行い、｢喘息あり｣と回答し

た者を｢喘息患者｣と定義した。また、｢最近2ヶ月

の間に喘息が悪化しましたか｣という質問を行

い、｢はい｣と回答した者を｢喘息症状の悪化｣、と

定義した。 
 
■関連因子 
年齢、性別、学歴、世帯年収、BMI、飲酒習慣を

評価した。 
 
■統計解析 

HTPs使用と喘息症状の悪化との関連を検討す

るため、単変量および多変量解析を行った。多変
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量解析では、年齢、性別、学歴、世帯年収、

BMI、飲酒習慣を交絡因子として調整し、オッズ

比（OR）および95％信頼区間（CI）を算出し

た。 
すべての統計解析はStata/SE 16.1（StataCorp, 

College Station, TX, USA）を用いて実施し、有

意水準はp < 0.05とした。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、大阪国際がんセンターの倫理審査委

員会の承認を受けている（No.20084）。 
 
Ｃ．研究結果 
分析対象者は 3,787名で、男性が 50.3%、16-

29歳が 27.0%と最も多くを占めた。 
紙巻きタバコの｢非喫煙者｣、｢過去喫煙者｣、

｢現喫煙者｣の割合は、それぞれ、2,470名
（65.2%）、845名（22.3%）、472名（12.5%）で

あった。HTPs の使用割合は全体で 429名
（11.3%）、｢非喫煙者｣、｢過去喫煙者｣、｢現喫煙

者｣でそれぞれ、70名（2.8%）、180名
（21.3%）、179名（37.9%）であった。喘息症状

の悪化は全体で 400名（10.6%）、｢非喫煙者｣、

｢過去喫煙者｣、｢現喫煙者｣でそれぞれ、259名
（10.5%）、72名（8.5%）、69名（14.6%）であ

った（表 1）。 
｢非喫煙者・HTPs 使用なし｣を基準とした場

合、調整後の喘息症状の悪化に対するオッズ比

（OR）は、｢非喫煙者・HTPs 使用あり｣ OR 
3.25（95%信頼区間（CI） 1.86-5.68）であっ

た。また、｢過去喫煙者・HTPs 使用なし｣ OR 
1.00（95%CI 0.71-1.41）、｢過去喫煙者・HTPs 使

用あり｣ OR 1.47（95%CI 0.93-2.34）、｢現喫煙

者・HTPs 使用なし｣ OR 1.80（95%CI 1.22-
2.64）、｢現喫煙者・HTPs 使用あり｣ OR 2.23
（95%CI 1.46-3.43）であった（表 2）。 

 
D．考察 
 HTPs 使用と喘息との関連を検討した研究は限

られており、これまでに、HTPs の使用が喘息発

症のリスク要因であること(2)や、HTPs の副流煙

への暴露が喘息患者の発作や咳嗽に影響を及ぼす

こと(3)が報告されている。しかし、喘息患者にお

ける HTPs 使用と喘息症状の関連を明らかにした

報告はなく、本研究では、HTPs 使用が喘息症状

の悪化と関連することを初めて明らかにした。 
HTPs 使用が喘息患者の状態に影響を及ぼす機

序は明らかではないが、HTPs 使用者では非使用

者と比べてより強い気流閉塞をきたすことが報告

されている(4)。この背景として、HTPs のエアロ

ゾルの粒子径が小さいために末梢気道まで沈着し

やすいこと(2)やHTPs は気道上皮のミトコンドリ

ア機能を変化させること(5)によって、気道炎症や

リモデリングを促進させる可能性がある。これら

の点から、HTPsが喘息患者において悪影響を及

ぼす可能性が示唆されるが、正確な機序について

は今後の検討が必要である。 
いっぽうで、紙巻きタバコ使用による喘息症状

の悪化については広く知られており(6, 7)、本研究

においても紙巻きタバコ使用は喘息症状の悪化と

有意に関連することが確認された。 
 
E．結論 

HTPsは、しばしば紙巻きタバコの代替品として

使用され、呼吸器症状の緩和に役立つと誤解され

ている。しかし、HTPsの使用もまた喘息症状の悪

化に関連することを理解することが重要である。

また、日本の医療従事者はHTPs使用に関する十分

な知識や情報をもっていない可能性があり(8)、医
療者自身もこうした点を認識することが必要であ

ると考えられる。 
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